









この 30 年代に急激な飛躍を遂げ，37 年作の山の風景画三枚は最高傑作と目され，当時のオ
ーストリア画壇における第一線の風景画家との評価も与えられている 1。しかし，彼の絵画























図 1 フリードベルク村とヴィッティングハウゼンの廃墟 I 
図 3 ヴィッティングハウゼンの廃墟 II          図 2 ヴィッティングハウゼンの廃墟 I 




 絵画のモティーフとして，1829 年頃から約 10 年に亙る取り組みが見られるのが，ヴィ
ッティングハウゼンの廃墟である。不透明水彩で描かれた 1829 年頃作の「フリードベルク
















2）6，39 年作の同題 II（図 3）7，39 年頃作の同題 III（図 4）8である。いずれも同様の構
図で，上述の山上の廃墟に焦点が絞られ，緑地ではありながら木々もまばらで，岩石に囲
まれた山頂から聳え立つ廃墟が描かれている。廃墟周辺の風景が描かれていない III は，廃
墟の外形が II に酷似しており，II の習作であると想定されている。そのため，I，III，II





III は，廃墟に根を下ろした植物の形状に至るまで建造物の外形は II に酷似しているが，建
物の左下には，大きな岩石が見られる。これは II には見られない対象物で，III に描かれた
周辺のわずかな山肌も，II よりも粗い岩肌で覆われているようである。そのため，I から II
への移行期にあるものと推察される。 




















が目立つようになる。そして 18 世紀中葉には，住人のいない完全な廃屋となる。19 世紀に
入ると，徐々に修復も始まっていく。1815 年には城の南東部に，見晴台へと続く階段が設
けられ，損傷が著しいところから修復が施されていく。この修復作業は，シュティフター










































った」（HKG 1, 4, 259）。このように『喬木林』には，神秘的な住人の住む超自然的な森を
称える形象が溢れている。 
 人間についても，自然についても手つかずであることが問題となっている。「森の処女
性」（HKG 1, 4, 241）という表現や，老グレゴールの姉妹への呼び掛けとしても，「美しい
乙女よ」（HKG 1, 4, 267 u. a.）という表現が使われている。「そう，そうなのです，美しい
乙女よ。森もまた美しいのです。時として私は思うのですが，人間が作る庭や野原よりも，
森ははるかに美しいのです。というのも，森も庭なのですが，ある豊かで偉大な主の庭な







きりと感じながら」（HKG 1, 4, 293 f.）。こうして乙女たちの「最も美しかった日々」が失
われる一方で，ローナルトが戻ったスウェーデン軍はフリードベルクを焼き払い，大殺戮
へと展開する。「森のはずれに青い点のように漂っている」（HKG 1, 4, 256）ように見え，
自然の景観に溶け込んでいたヴィッティングハウゼンの城も「三歩離れると顔も見分けら





























































どうしたことか，屋根がない。城壁の上には，異様な黒い斑点があった。」（HKG 1, 4, 305）
さらに，望遠鏡を覗く老グレゴールの鋭い目には，「焼け跡のうえにかすかに青い靄の層が














































「部屋」（HKG 1, 4, 317）が設えられたにもかかわらず，「風化された不思議な城」（HKG 
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